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コ
ロ
ナ
禍
も
よ
う
や
く
終
息
の
兆
し

が
見
え
て
き
た
よ
う
で
す
。
三
月
二
一

日
に
は
「
ま
ん
延
防
止
等
重
点
措
置
」

の
適
用
も
解
除
と
な
り
、
大
阪
府
の
新

規
感
染
者
数
も
、
一
時
増
加
傾
向
が
見

ら
れ
た
も
の
の
、
五
月
半
ば
以
降
減
少

傾
向
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
東
教

育
財
団
で
は
、
所
要
の
感
染
防
止
措
置

を
講
じ
つ
つ
、
令
和
四
年
度
助
成
事
業

を
審
議
す
る
理
事
会
を
四
月
に
、
ま
た
、

三
年
度
事
業
報
告
及
び
決
算
等
を
審
議

す
る
理
事
会
を
五
月
に
、
評
議
員
会
を

六
月
に
開
催
し
ま
し
た
。 

 
 

 

 

令
和
四
年
度
助
成
事
業
に
つ
い
て
は
、

三
月
二
八
日
に
開
催
さ
れ
た
助
成
金
審

査
会
で
の
審
議
を
経
て
、
四
月
一
三
日

に
開
催
さ
れ
た
理
事
会
に
お
い
て
、
七

六
件
、
総
額
一
五
、
一
三
五
、
〇
〇
〇

円
の
助
成
を
行
う
こ
と
を
決
定
し
ま
し

た
。 

    

   

   

そ
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

 

 

・
幼 

稚 

園  

（
九
件
） 

一
、
二
六
六
、
〇
〇
〇 

円 

・
小 

学 

校 
 

（
七
件
） 

三
、
五
〇
三
、
〇
〇
〇 

円 

・
中 

学 

校 
 

（
四
件
） 

 

一
、
五
八
六
、
〇
〇
〇 

円 
・
計 

       

（
二
〇
件
） 

六
、
三
五
五
、
〇
〇
〇 

円 

 
 

 

・
社
会
教
育  
（
一
〇
件
） 

 
 

二
、
九
五
〇
、
〇
〇
〇 

円 

・
生
涯
学
習 

（
五
件
） 

五
〇
〇
、
〇
〇
〇 

円 

・
計 

       

（
一
五
件
） 

三
、
四
五
〇
、
〇
〇
〇 
円 

 

・
地
域
文
化  

（
二
六
件
） 

三
、
三
三
〇
、
〇
〇
〇 

円 

・
ま
ち
づ
く
り 

（
一
五
件
） 

二
、
〇
〇
〇
、
〇
〇
〇 

円 

・
計 

       

（
四
一
件
） 

五
、
三
三
〇
、
〇
〇
〇 

円  

 

    

   

五
月
二
四
日
に
理
事
会
、
六
月
一
四
日

に
評
議
員
会
を
開
催
し
、
令
和
三
年
度
事

業
報
告
及
び
決
算
を
審
議
の
う
え
、
承
認

し
、
合
わ
せ
て
、
評
議
員
及
び
理
事
の
一

部
選
任
替
え
を
行
い
ま
し
た
。 

      

         一 

助 
成 
事 

業 

昨
年
四
月
に
七
七
件
、
総
額
一
四
、
二

二
五
、
〇
〇
〇
円
の
助
成
を
決
定
し
ま
し 

                            

 

    

た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

予
防
措
置
へ
の
対
応
等
に
よ
り
、
助
成
対

象
事
業
を
中
止
・
変
更
す
る
団
体
等
が
あ

り
、
そ
の
結
果
、
三
年
度
の
助
成
件
数
・

助
成
金
額
は
、
次
の
と
お
り
と
な
り
ま
し

た
。  

・
幼 

稚 

園  

（
九
件
） 

一
、
三
三
三
、
〇
〇
〇 

円 

・
小 

学 

校 
 

（
七
件
） 

二
、
三
九
六
、
〇
〇
〇 

円 

・
中 

学 

校 
 

（
四
件
） 

 

一
、
五
四
六
、
〇
〇
〇 

円 

・
計 

       

（
二
〇
件
） 

五
、
二
七
五
、
〇
〇
〇 

円 
 

・
社
会
教
育  

（
一
〇
件
） 

 
 

二
、
六
四
〇
、
〇
〇
〇 

円 

・
生
涯
学
習 

（
五
件
） 

四
六
〇
、
〇
〇
〇 

円 

・
計 

        

（
一
五
件
） 

三
、
一
〇
〇
、
〇
〇
〇 

円 

・
地
域
文
化  

（
二
二
件
） 

二
、
七
二
〇
、
〇
〇
〇 

円 

・
ま
ち
づ
く
り  

（
一
一
件
） 

一
、
四
七
〇
、
〇
〇
〇 

円 

・
計 

        

（
三
三
件
） 

四
、
一
九
〇
、
〇
〇
〇 

円 

    

令
和
三
年
度
事
業
報
告  

 

➁ 

社
会
教
育･
生
涯
学
習
事
業
助
成 

 

③ 

地
域
文
化･

ま
ち
づ
く
り
事
業
助
成 

開
催
し
ま
し
た 
東
教
育
財
団
だ
よ
り 

五
月
理
事
会･

六
月
評
議
員
会
を 

助
成
対
象
事
業
・
助
成
金
額 

令
和
四
年
度
の を

決
定
し
ま
し
た 
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➁ 

社
会
教
育･

生
涯
学
習
事
業
助
成 

 

③ 

地
域
文
化･

ま
ち
づ
く
り
事
業
助
成 

 
 
 

 

①

 



 
 （２） 

  

 

 

令
和
三
年
度
に
同
事
業
を
実
施
し
た

幼
稚
園
・
学
校
分
三
五
〇
、
〇
〇
〇
円

を
取
り
崩
し
ま
し
た
。 

  

三
年
度
申
請
額
が
計
画
よ
り
一
〇

三
、
〇
〇
〇
円
減
と
な
っ
た
た
め
、
こ

の
助
成
加
算
金
が
不
要
と
な
り
、
一
方
、

三
年
度
の
調
査
で
新
た
に
携
帯
型
翻
訳

機
の
追
加
購
入
等
を
希
望
す
る
幼
稚

園
・
学
校
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
計
画

の
一
部
を
修
正
し
、
三
年
度
に
同
事
業

を
実
施
し
た
幼
稚
園
・
学
校
分
四
二
五
、

〇
〇
〇
円
を
取
り
崩
し
ま
し
た
。 

  

三
年
度
に
お
い
て
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ

る
助
成
対
象
事
業
の
中
止
等
で
助
成
金

の
返
還
等
が
発
生
し
た
こ
と
な
ど
に
よ

り
、
収
支
差
額
（
剰
余
金
）
が
予
算
よ

り
増
加
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
ま
し
た

の
で
、
計
画
の
一
部
を
修
正
し
、
三
年

度
剰
余
金
五
、
九
〇
〇
、
〇
〇
〇
円
を

積
み
立
て
ま
し
た
。 

  

  

   

➁ 

財
団
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
更
新
に
よ

る
情
報
開
示 

   ◎ 

収 

入
（
経
常
収
益
計
） 

三
三
、
三
三
五
、
二
九
二
円 

（
前
年
度
比 

九
八
、
〇
九
〇
円
の
増
） 

・
基
本
財
産
利
息 

三
三
、
三
三
五
、
二
一
四
円 

・
受
取
利
息
収
益          

七
八
円 

◎ 

費 
用
（
経
常
費
用
計
） 

二
八
、
四
九
〇
、
二
九
九
円 

（
前
年
度
比 

三
一
九
、
六
六
三
円
の
増
） 

・
事
業
費
計 一

八
、
六
四
一
、
三
六
〇
円 

（
前
年
度
比 

二
二
七
、
五
六
一
円
の
増
） 

・
管
理
費
計 

九
、
八
四
八
、
九
三
九
円 

（
前
年
度
比 

九
二
、
一
〇
二
円
の
増
） 

◎ 

差 

引
（
当
期
経
常
増
減
額
） 

四
、
八
四
四
、
九
九
三
円 

※ 

収
支
相
償
に
つ
い
て 

収
支
相
償
の
判
定
に
あ
た
っ
て
は
、 

  

特
定
費
用
準
備
資
金
取
崩
額
は
「
収

入
」、
同
資
金
へ
の
積
立
額
は
「
費
用
」

と
さ
れ
る
の
で
、
当
期
経
常
増
減
額

四
、
八
四
四
、
九
九
三
円
に
、
校
園

周
年
記
念
特
別
事
業
助
成
積
立
金
の

取
崩
額
三
五
〇
、
〇
〇
〇
円
を
加
え
、

さ
ら
に
外
国
語
対
応
教
育
環
境
充
実

助
成
積
立
金
の
取
崩
額
四
二
五
、
〇

〇
〇
円
を
加
え
、
基
本
財
産
運
用
益

減
収
対
策
積
立
資
金
の
積
立
額
五
、

九
〇
〇
、
〇
〇
〇
円
を
引
く
と
、
収

支
相
償
額
は
△
二
八
〇
、
〇
〇
七
円

と
な
り
、
収
支
相
償
の
基
準
に
適
合

し
て
い
ま
す
。 

 

こ
の
度
、
東
地
区
の
連
合
振
興
町
会

長
及
び
各
種
団
体
の
東
地
区
代
表
者
の

一
部
に
交
代
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
評

議
員
の
一
部
選
任
替
え
を
行
い
ま
し

た
。 

◼
 

辞
任
し
た
評
議
員 

濱
口 
幸
太
郎 

（
前 
久
宝
連
合
振
興
町
会
長
） 

山
内 

英
和 

（
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
協
議
会
） 

 

  

◼
 

新
た
に
選
任
し
た
評
議
員 

     
 こ

の
度
、
理
事
を
務
め
る
開
平
小
学
校

長
及
び
愛
珠
幼
稚
園
長
が
人
事
異
動
に

よ
り
交
代
し
ま
し
た
の
で
、
理
事
の
一
部

選
任
替
え
を
行
い
ま
し
た
。 

◼
 

辞
任
し
た
理
事 

赤 

銅  

久 

和
（
前 

開
平
小
学
校
長
） 

井 

谷  

正 

美
（
前 

愛
珠
幼
稚
園
長
） 

◼
 

新
た
に
選
任
し
た
理
事 

     （
濱
口
評
議
員
の
後
任
の
枠
は
空
席
と
し
ま
す
。） 

 

評
議
員
の
一
部
改
選 

 

理
事
の
一
部
改
選 

基
本
財
産
運
用
益
減
収
対
策
積
立 

資
金
（
令
和
二
年
度
設
定
） 

外
国
語
対
応
教
育
環
境
充
実
助
成 

① 
 

（スポ
ー
ツ

推
進
委
員 協

議
会
） 

中
村 

み
ゆ
き 

 

校
園
周
年
記
念
特
別
事
業
助
成
積 

積
立
金
事
業 

二  

特
定
費
用
準
備
資
金 

➁ 

積
立
金
（
令
和
元
年
度
設
定
） 

岩 

本  

由 

紀 
 

（開平
小
学
校
長

 

← 

大
空
小
学
校
長
） 

（愛珠
幼
稚
園
長

 

←
教
育 

委
員
会
事
務
局
指
導
部
） 

藤 

岡  

裕 

子 
 

③ 

立
金
（
平
成
三
〇
年
度
設
定
） 

令
和
三
年
度
決
算 

 

➀
「
財
団
だ
よ
り
」
の
発
行 

三 

広 

報 

活 

動 



  
 

（３）  
      「

寺
」
と
は
、
仏
像
が
安
置
さ
れ
、
僧
や

尼
が
住
ま
い
し
、
仏
道
の
修
行
や
仏
事
が

行
わ
れ
る
建
物
を
い
う
。 

文
化
庁
の
宗
教
年
鑑
（
平
成
二
八
年
版
）

に
よ
る
と
、
大
阪
府
に
あ
る
寺
院
数
は
三
、

三
九
五
で
、
京
都
府(

三
、
〇
七
四)
や
奈

良
県(

一
、
八
一
八)

を
上
回
り
、
愛
知
県

(

四
、
五
九
六)

に
つ
い
で
全
国
第
二
位
で

あ
る
。
大
阪
府
は
府
域
面
積
が
狭
小
な
の

で
、
寺
院
の
密
度
で
み
る
と
四
七
都
道
府

県
で
首
位
に
立
つ
。 

  

大
阪
市
内
に
は
、
概
ね
三
割
に
当
た
る

約
一
、
〇
〇
〇
の
寺
院
が
あ
り
、
残
り
は

堺
市
や
東
大
阪
市
、
八
尾
市
、
高
槻
市
な

ど
府
内
に
広
く
分
布
す
る
。 

宗
派
別
寺
院
数
を
全
国
平
均
で
み
る

と
、
浄
土
系
四
割
、
禅
系
三
割
弱
、
天
台
・ 

 

  

真
言
系
が
二
割
強
、
日
蓮
系
が
一
割
弱
で

あ
る
が
、
大
阪
府
下
で
は
寺
院
総
数
の
七

割
弱
に
当
た
る
約
二
、
〇
〇
〇
が
浄
土
系

で
あ
る
。 

大
阪
と
い
う
ま
ち
は
、
豊
臣
秀
吉
が
築

い
た
大
坂
城
の
城
下
町
と
し
て
ス
タ
ー

ト
し
た
と
思
い
が
ち
だ
が
、
実
は
蓮
如
が

つ
く
っ
た
寺
内
町
が
始
ま
り
で
あ
る
。 

  

浄
土
真
宗
の
八
世
法
主
で
あ
る
僧
・
蓮

如
は
、
明
応
五(

一
四
九
六)

年
に
「
東
生

郡(

ひ
が
し
な
り
の
こ
う
り
）生
玉(

い
く

た
ま)

之
庄
内
大
坂
ト
イ
フ
在
所(

略)

ヲ

ミ
ソ
メ
シ
ヨ
リ(

略)

一
宇
ノ
坊
舎
ヲ
建

立
セ
シ
メ
」
た
。
即
ち
、
大
坂
本
願
寺
の

創
建
で
あ
る
。 

  

こ
れ
が
現
在
の
大
阪
と
い
う
ま
ち
の

始
ま
り
で
、
蓮
如
は
坊
舎
の
周
り
を
塀
で

囲
ん
で
城
塞
の
ま
ち
を
つ
く
り
、
そ
こ
を

人
々
に
開
放
し
戦
乱
を
避
け
、
仏
の
加
護

を
受
け
て
平
和
で
豊
か
に
生
活
が
で
き

る
よ
う
に
し
た
。 

大
阪
と
い
う
ま
ち
は
蓮
如
が
つ
く
っ
た

石
山
本
願
寺
の
寺
内
町
が
始
ま
り
で
あ

り
、
そ
の
宗
教
都
市
と
し
て
の
面
影
が
今

も
寺
院
の
数
に
色
濃
く
残
っ
て
い
る
。
ま

た
、
大
阪
人
に
は
門
徒(

浄
土
真
宗
の
信

者)

が
多
く
、
大
阪
人
の
気
質
や
も
の
の

考
え
方
、
ひ
い
て
は
、
大
阪
の
文
化
を
特

徴
づ
け
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。 

紙
幅
の
許
す
範
囲
で
、
大
阪
市
内
の
名

刹
を
巡
礼
し
た
。 

   

太 

融 

寺 
 

（
北
区
太
融
寺
町
） 

  

高
野
山
真
言
宗
の
寺
院
。
弘
仁
一
二

(

八
二
一)

年
、
嵯
峨
天
皇
の
勅
願
に
よ
り

弘
法
大
師
が
創
建
。
本
尊
の
千
手
観
世
音

菩
薩
は
嵯
峨
天
皇
の
念
持
仏
で
あ
る
。 

  

承
和
一
〇(

八
四
三)

年
、
嵯
峨
天
皇
の

皇
子
で
あ
る
左
大
臣
源
融(

み
な
も
と
の

と
お
る)

が
七
堂
伽
藍
を
建
立
し
、
そ
の

際
、
山
号
を
桂
木
山
と
し
、
源
融
の
諱
か

ら
寺
名
を
太
融
寺
に
改
め
、
鎮
守
社
と
し

て
神
野
太
神
宮(

現
・
綱
敷
天
神
社)

も
創

建
さ
れ
た
。
以
後
、
難
波
の
名
刹
と
し
て

参
詣
客
で
賑
っ
た
。 

  

南
門
を
入
っ
た
斜
め
右
方
向
に
「
国
会

期
成
同
盟
発
祥
之
地
」
と
刻
ま
れ
た
石
碑 

     

が
立
つ
。
明
治
一
三(

一
八
八
〇)

年
に
国

会
期
成
同
盟
結
成
大
会
が
開
か
れ
、
国
会

開
設
の
た
め
の
国
民
運
動
の
方
向
が
決

定
。
当
寺
が
近
代
日
本
政
党
政
治
発
祥
の

地
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
昭
和
六
〇(

一
九

八
五)

年
に
こ
の
碑
が
建
て
ら
れ
た
。 

法 
善 

寺 
 

（
中
央
区
難
波
） 

  

浄
土
宗
の
寺
院
。
山
号
は
天
龍
山
。
本

尊
は
阿
弥
陀
如
来
。
全
身
が
苔
む
し
た
姿

の「
水
掛
不
動
」が
有
名
で
あ
る
。
千
日
念

仏
を
行
っ
た
こ
と
か
ら
俗
に
千
日
寺
と

ｙ 
 

  

             

       

  

 

 

 

    

  

呼
ば
れ
、
千
日
前
の
地
名
は
当
寺
の
門
前

に
由
来
す
る
。 

  

当
寺
院
の
元
は
境
内
だ
っ
た
北
側
の

細
い
通
り
は
「
法
善
寺
横
丁
」
と
呼
ば
れ
、 

       

ミ
ナ
ミ
の
繁
華
街
に
あ
り
な
が
ら
、
静
か

な
な
に
わ
情
緒
を
漂
わ
せ
て
い
る
街
。
看

板
『
法
善
寺
横
丁
』
の
文
字
は
、
西
は
藤

山
寛
美
、
東
は
三
代
目
桂
春
団
治
で
、
東

西
に
約
八
〇
ｍ
延
び
る
横
丁
内
に
は
、
老

舗
の
割
烹
や
バ
ー
、
お
好
み
焼
き
、
串
カ

ツ
店
な
ど
が
ず
ら
り
。
風
情
あ
る
石
畳
に

行
き
交
う
足
音
が
コ
ツ
コ
ツ
と
鳴
り
響

く
。 

和 

光 

寺 
 

（
西
区
北
堀
江
） 

  

浄
土
宗
の
寺
院
。
尼
僧
が
住
職
を
務
め

る
。
摂
津
国
八
十
八
箇
所
第
三
番
札
所
。

あ
み
だ
池
の
通
称
で
知
ら
れ
、
大
阪
市
の

南
北
幹
線
道
路
の
一
つ
で
あ
る
「
あ
み
だ

池
筋
」
の
名
称
は
当
寺
院
に
由
来
す
る
。 

和
光
寺
の
境
内
北
側
に
あ
る
「
阿
弥
陀

池
」
は
、
仏
教
伝
来
の
際
に
百
済
か
ら
も

た
ら
さ
れ
た
仏
像
が
排
仏
に
よ
り
沈
め

ら
れ
た
「
難
波
の
堀
江
」
に
あ
た
る
と
い

う
伝
説
が
あ
る
。 

 

（
次
頁
に
続
く
）  

天 台 ・ 真 言 系 

浄 土 系  

禅 系  

寺院数による仏教地域分類図  

大
阪
の
街
を
行
く 

 
名
刹
め
ぐ
り  

 ― 
 ― 



                             

  

四
天
王
寺 

 

（
天
王
寺
区
四
天
王
寺
） 

         

和
宗
の
総
本
山
の
寺
院
。聖
徳
太
子
建
立

七
大
寺
の
一
つ
。
山
号
は
荒
陵
山(

あ
ら
は

か
さ
ん
）、
本
尊
は
救
世
観
音
。 

 

『
日
本
書
紀
』
に
よ
れ
ば
、
推
古
天
皇
元

(

五
九
三)

年
に
造
立
が
始
ま
っ
た
。
当
寺

周
辺
の
区
名
・
駅
名
な
ど
に
使
わ
れ
て
い

る
「
天
王
寺
」
は
四
天
王
寺
の
略
称
で
あ

る
。
荒
陵
寺
・
難
波
大
寺
・
御
津
寺
・
堀

江
寺
な
ど
の
別
称
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。 

宗
派
は
天
台
宗
に
属
し
て
い
た
時
期
も

あ
っ
た
が
、
元
来
は
特
定
宗
派
に
偏
し
な

い
八
宗
蒹
学
の
寺
で
、
聖
徳
太
子
建
立
の

寺
で
あ
る
の
で
、
既
存
の
仏
教
の
諸
宗
派

に
は
こ
だ
わ
ら
な
い
全
宗
教
的
な
立
場
か

ら
、
昭
和
二
一(

一
九
四
六)

年
に
「
和
宗
」

の
総
本
山
と
し
て
独
立
し
た
。 

愛
染
堂
勝
鬘
院(

愛
染
さ
ん) 

 

（
天
王
寺
区
夕
陽
丘
町
） 

  

和
宗
の
寺
院
。
山
号
は
荒
陵
山(

あ
ら
は

か
さ
ん
）、
本
尊
は
愛
染
明
王
。 

    

 

こ
の
寺
は
、
聖
徳
太
子
が
開
い
た
四

箇
院(

敬
田
・
施
薬
・
療
病
・
悲
田)

の

う
ち
の
施
薬
院
に
始
ま
る
。
施
薬
院
の

本
堂
に
勝
鬘
夫
人
の
像
が
祀
ら
れ
、
聖

徳
太
子
が
勝
鬘
経
を
講
じ
て
い
た
こ
と

か
ら「
勝
鬘
院
」と
も
呼
ば
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。 

  

平
安
時
代
以
降
は
金
堂
の
本
尊
と
し

て
愛
染
明
王
が
祀
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
、
愛
染
堂
と
も
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。 

  

境
内
に
は
、
豊
臣
秀
吉
が
再
建
し
た

桃
山
時
代
の
多
宝
塔(

国
の
重
文)

や

「
愛
染
め
の
霊
水
」が
あ
り
、
若
い
女
性

に
人
気
が
あ
る
。
ま
た
、「
愛
染
ま
つ
り
」

は
大
阪
の
三
大
夏
祭
り
の
一
つ
と
し
て

有
名
で
あ
る
。 

一 

心 

寺 
 

（
天
王
寺
区
逢
阪
） 

浄
土
宗
の
寺
院
。
山
号
は
坂
松
山(

ば

ん
し
ょ
う
ざ
ん)

。 

文
治
元(

一
一
八
五)

年
、
法
然
上
人

が
四
天
王
寺
西
門
の
坂
の
辺
に
草
庵
を

結
ん
だ
の
が
始
ま
り
で
、
後
白
河
天
皇

も
こ
の
地
で
法
然
と
共
に
日
想
観
の
修

行
を
行
っ
た
。 

一
心
寺
は「
骨
仏
の
寺
」と
し
て
も
知

ら
れ
、
納
骨
堂
に
は
人
骨
で
つ
く
ら
れ

た
仏
像
が
安
置
さ
れ
て
い
る
。
江
戸
時

代
末
期
か
ら
宗
派
を
問
わ
ず
庶
民
が
納

骨
に
訪
れ
、
明
治
二
〇
（一
八
八
七
）年

に
約
五
万
体
の
納
骨
で
も
っ
て
「
お
骨 

   

 

仏
」
が
つ
く
ら
れ
て
以
来
、
一
〇
年
ご
と
に

一
体
の
仏
像
を
つ
く
る
こ
と
と
な
り
、
現
在

ま
で
一
三
体
の
仏
像
が
つ
く
ら
れ
、
納
骨
堂

に
は
戦
後
の
七
体
が
安
置
さ
れ
て
い
る
。 

大
聖
観
音
寺(

あ
び
こ
観
音
） 

 

(

住
吉
区
我
孫
子
） 

  

観
音
宗
の
総
本
山
の
寺
院
。
山
号
は
吾
彦

山
、
本
尊
は
聖
観
音
菩
薩
。
日
本
最
古
の
観

音
菩
薩
の
霊
場
。 

  

こ
の
地
の
豪
族
・
依
網
吾
彦
（よ
さ
み
の

あ
び
こ
）の
一
族
が
百
済
の
聖
明
王
か
ら
一

寸
八
分
の
観
音
像
を
贈
ら
れ
、
欽
明
天
皇
七

（五
四
六
）年
に
こ
の
地
の
人
々
が
そ
の
像

を
祀
る
堂
を
建
て
た
。
そ
の
後
、
推
古
天
皇

一
四
（六
〇
七
）年
に
聖
徳
太
子
が
そ
の
観

音
像
を
祀
る
観
音
寺
を
建
立
し
た
と
さ
れ

る
。
江
戸
時
代
に
は
境
内
に
三
六
の
支
院
が

あ
る
ほ
ど
隆
盛
を
極
め
る
が
、
明
治
一
四

（一
八
八
一
）年
の
火
災
で
多
く
の
寺
宝
と

共
に
焼
失
し
た
。
そ
の
後
、
明
治
二
三
年
に

再
建
さ
れ
、
復
興
を
果
た
し
た
。 

  

毎
年
二
月
三
日
の「
節
分
厄
除
大
法
会
」

に
は「
聖
観
音
」が
開
帳
さ
れ
、
厄
除
開
運
・

無
病
息
災
・
所
願
成
就
を
祈
る
人
々
で
賑
わ

う
。 

法 
楽 

寺 
 
 
(

東
住
吉
区
山
坂) 

 

真
言
宗
泉
涌
寺
派
の
大
本
山
の
寺
院
。 

山
号
は
紫
金
山
、
院
号
は
小
松
院
。
本
尊
は

不
動
明
王
。 

  

源
平
の
戦
乱
で
戦
死
し
た
平
家
と
源
氏

の
霊
を
怨
親
平
等
に
弔
う
た
め
に
、
源
義
朝 

   
 

の
念
持
仏
で
あ
っ
た
如
意
輪
観
音
菩
薩
を

安
置
し
、
壮
麗
な
伽
藍
が
営
ま
れ
た
こ
と
が

起
源
と
さ
れ
る
。 

大
念
仏
寺 

 
 (

平
野
区
平
野
上
町) 

  

融
通
念
仏
宗
の
総
本
山
の
寺
院
。
山
号
は

大
源
山
。
大
治
二(

一
一
二
七)

年
の
創
建

で
、
日
本
最
初
の
念
仏
道
場
で
あ
る
。
本
尊

は
十
一
尊
天
得
如
来(

融
通
念
仏
宗
特
有
の

呼
称
で
、
阿
弥
陀
如
来
と
十
菩
薩
の
絵
像)

。 

  

比
叡
山
延
暦
寺
の
天
台
宗
祖
・
良
忍
が
大

治
二
年
に
鳥
羽
上
皇
の
勅
願
に
よ
り
開
創
。

融
通
念
仏
宗
の
教
え
は
、
二
一
世
紀
の
キ
ー

ワ
ー
ド
で
あ
る「
共
生
」「
共
助
」の
考
え
方
に

も
通
じ
る
。 

全 

興 

寺 
 

（
平
野
区
平
野
本
町
） 

  

高
野
山
真
言
宗
の
寺
院
。
山
号
は
野
中

山
、
本
尊
は
薬
師
如
来
。
平
野
薬
師
と
も
呼

ば
れ
る
。 

  

飛
鳥
時
代
、
聖
徳
太
子
が
当
時
野
原
だ
っ

た
こ
の
地
域
に
仏
堂
を
建
て
、
薬
師
如
来
像

を
安
置
し
た
の
が
起
源
と
さ
れ
、
こ
の
一
帯

が
杭
全
荘
と
呼
ば
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、「
杭

全
を
興
す
寺
」か
ら
全
興
寺
に
な
っ
た
と
す

る
説
が
あ
る
。
薬
師
堂
の
建
立
後
、
周
り
に

人
が
住
み
始
め
、
町
が
形
成
さ
れ
て
い
き
、

後
の「
平
野
郷
」に
な
っ
た
。 

 

当
寺
院
に
は
「
平
野
の
町
づ
く
り
を
考
え

る
会
」
の
事
務
局
が
置
か
れ
、
平
野
町
ぐ
る

み
博
物
館
を
含
め
様
々
な
町
お
こ
し
活
動

が
行
わ
れ
て
い
る
。 

（
槇 

野  

勝
・
記
） 

 

                             

（４） 


